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～ はじめに ～ 

「e-Tax ソフト（WEB 版）」では、e-Tax ソフトをインストールする

ことなく、Web ブラウザ上で申請や帳票表示ができます。 

また、「e-Tax ソフト（WEB 版）」を利用すると、開始届出書のオンラ

イン提出から帳票の作成、送信までを一連の操作で行うことができます。 

このマニュアルでは、「ｅ-Ｔａｘソフト（ＷＥＢ版）」で法定調書を作

成し、受付システムへ送信するための流れを説明しています。 
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1  e-Taxソフト（WEB版） フローチャート

事前準備セットアップ（P６）

・電子証明書の取得

（電子証明書がICカードに格納されている場合は、

ICカードリーダライタの取得）

初めての方
事前準備セット

アップ済みの方

・信頼済みサイト及びポップアップブロックの許可サイト登録

・帳票表示モジュール

・ルート証明書

・署名モジュール

・JPKI（公的個人認証サービス）利用者ソフト

開始届出書オンライン提出(P９)又はマイナン

バーカード方式による利用開始手続(P10)

法定調書の作成（P14）

e-Taxソフト（WEB版）

自
動
実
行

ログイン

利用者識別番号をお持ちでない方（P９）

利用者情報及び電子証明書を未登録の方 ※

※法定調書を作成

する場合には、

電子証明書の登

録が必要です。

e-Taxソフト（WEB版）を利用するための事前準備

利用者情報及び電子証明書の登録

電子署名の付与・受付システムへの送信・受信通知の確認（P22）

利用者識別番号をお持ちの方（P12）

利用者情報を

登録済みの方
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２ e-Taxソフト（ＷＥＢ版）の利用に当たって 

(１) e-Taxソフト（ＷＥＢ版）で作成・送信可能な法定調書 

・ 給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表 

・ 給与所得の源泉徴収票 

・ 退職所得の源泉徴収票・特別徴収票 

・ 報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書 

・ 報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書(社会保険診療報酬基金用) 

・ 不動産の使用料等の支払調書 

・ 不動産等の譲受けの対価の支払調書 

・ 不動産等の売買又は貸付けのあっせん手数料の支払調書 

・ 支払調書等合計表付表（e-Tax 提出分） 

※ e-Tax ソフト(WEB 版)で作成できる法定調書の作成可能データ上限は、データサイズ  

20MB(目安 6,000 枚程度)です。 

 

(２) 利用上の注意事項 

    イ 利用可能時間 

e-Taxの利用可能時間と同様です（裏表紙を参照）。 

    ロ 事前準備セットアップ 

既にe-Taxを利用されている方もe-Taxソフト(WEB版)を利用の際は「事前準備セット

アップ」のインストールが必要です。 

    ハ 電子証明書の取得 

法定調書を作成・送信する場合には、電子証明書が必要です。 

なお、IC カードに格納されているタイプの電子証明書を使用する場合は、IC カードリーダ

ライタを事前に取得し、IC カードリーダライタのセットアップが必要です。 

※ 税理士が法定調書データを作成し、代理で送信する場合は、税理士の電子証明書のみで

送信することができ、法定調書提出義務者本人の電子証明書は必要ありません。 

    ニ 利用者情報及び電子証明書の登録 

既にe-Taxを利用されている方もe-Taxソフト（WEB版）を利用する場合は、e-Taxソフ

ト（WEB版）用の利用者情報の登録が必要です。 

なお、法定調書を作成・送信するには、電子証明書の登録が必要です。 

 

(３) 推奨環境 

【Windows をご利用の方】 

OS ブラウザ PDF 閲覧 

Microsoft Windows 8.1 

※「デスクトップモード」の場合

に限ります。 

Microsoft Internet Explorer11 

Adobe Acrobat Reader DC 

Microsoft Windows10 
Microsoft Internet Explorer11 

Microsoft Edge(Edge HTML) 

 

 

 

 

「給与・公的年金等の支払報告書及び源泉徴収票の

eLTAX での一括作成・提出（電子的提出の一元化）」 

（P４）をご覧ください 
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【Macintosh をご利用の方】 

OS ブラウザ PDF 閲覧 

Mac OS 10.12 Safari12.1 

Adobe Acrobat Reader DC 

※e-Tax ソフト(WEB 版)のみ使用 

Mac OS 10.13 Safari12.1 

Safari13.0 

Safari13.1 Mac OS 10.14 

Mac OS 10.15 
Safari13.0 

Safari13.1 

※ サポートが終了している OS 等を含め、上記以外は推奨環境外となりますので、使用できな 

 いおそれがあります。 

※ WWW ブラウザは、Windows では 32bit 版をご利用ください。 

※ OS については、いずれも日本語版であることが必要です。 

※ OS には、最新のサービスパック等を適用した上でご利用ください。 

※ インストール・アンインストール・バージョンアップを行う際には、管理者権限が必要です。 

※ 事前に e-Tax ホームページトップ画面の「サイトマップ＞各種ソフト・コーナー」の e-Tax

ソフト（WEB 版）の「e-Tax ソフト（WEB 版）を利用するに当たって」を開き、「２ 利用

環境の確認」をご確認の上、e-Tax をご利用ください。 

 

(４) 画面の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバー 
e-Taxソフト(WEB版)で利用できる機能がメニューごとに並んでいます。 

ナビゲーション 
操作が完了するまでのステップと、現在位置を示します。 

ログアウトボタン 
利用している手続からログアウト

し、メインメニューに戻ります。 

ユーザー名、前回ログイン日時 
ログインしているユーザー名と前回ログインした

日時を表示します。 
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 (５) 給与等の支払報告書及び源泉徴収票のeLTAXでの一括作成・提出（電子的提出の一元化） 

給与や公的年金等の支払をする事業者の方は、一定額以上の支払に係るものについて、受給者

の方がお住まいの市町村に支払報告書を提出するほか、記載内容がほぼ同一の源泉徴収票を事業

者の方の所轄税務署にも提出する必要があります。 

平成 29 年 1 月以降、地方税における手続を電子的に行うシステムである地方税ポータルシス 

テム（eLTAX）を利用して、市町村に提出する給与や公的年金等の支払報告書の電子申告用のデー 

タを作成する際、税務署に提出が必要な源泉徴収票の電子申告（e-Tax）用のデータも同時に作 

成することができるようになりました。 

同時に作成したデータは、eLTAX に一括して送信することで支払報告書は各市町村に、源泉徴

収票については e-Tax で事業者の方の所轄税務署にそれぞれ提出されます。 

※ オンラインにより電子的に給与・公的年金等の支払報告書及び源泉徴収票を作成・提出 

する場合の仕組みであるため、光ディスク等や書面により提出する場合には、従来どおり、 

市町村及び税務署にそれぞれ提出する必要があります。 

※  PCdesk等のeLTAX対応ソフトを利用することが必要となりますので、e-Taxソフト等、

e-Tax のみを対象としたソフトでは、一括作成・ 

送信は行えません。 

イ 電子的提出の一元化ができる対象帳票 

(イ) 国税 

・ 給与所得の源泉徴収票（平成 28 年分以降用） 

・ 給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表（平成 28 年分以降用） 

・ 公的年金等の源泉徴収票（平成 28 年分以降用） 

・ 公的年金等の源泉徴収票合計表（平成 28 年分以降用） 

(ロ) 地方税 

・ 給与支払報告書（個人別明細書）（平成 28 年分以降用） 

・ 給与支払報告書（総括表）（平成 28 年分以降用） 

・ 公的年金等支払報告書（個人別明細書）（平成 28 年分以降用） 

・ 公的年金等支払報告書（総括表）（平成 28 年分以降用） 

ロ 電子的提出の一元化を行うための e-Tax における事前準備 

 給与・公的年金等の源泉徴収票を eLTAX に一括送信するためには、e-Tax の利用者識別番 

号の取得や電子証明書の登録などの事前準備が必要です。 

ハ 送信内容の確認 

 送信した源泉徴収票のe-Taxでの受信結果については、e-Tax受付システムへログインし、 

メッセージボックスに格納されている受信通知により確認する必要があります。 

【イメージ】 
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３ e-Taxソフト（ＷＥＢ版）の起動 

(１)  e-Taxホームページへアクセスし、各ソフト・コーナーのe-Taxソフト(WEB版)をクリッ 

  クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)  e-Taxソフト（WEB版）のメインメニュー画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

【e-Taxソフト（WEB版）を初めて利用する方】 

「環境チェック結果」画面が表示されますので、事前準備へをクリックし、事前準

備（P６）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【e-Taxソフト（WEB版）を既に利用している方】 

電子証明書を登録済みの場合は、「法定調書の作成」（P14）に進みます。 

電子証明書を未登録の場合は、「利用者情報の登録」（P９）画面から電子証明書の

登録を行います。 

 

5



 

 

 

 

 

 

お使いのパソコンに合わせていずれかをクリックすると、e-Taxソフト（WEB版）を利用す

るために必要な次のソフト等を一度にインストールすることができます。 

● 信頼済みサイト及びポップアップブロックの許可サイト登録（Windows用のみ） 

● 帳票表示モジュール 

● ルート証明書 

● 署名モジュール 

● JPKI（公的個人認証サービス）利用者ソフト 

※ 正常にインストールするためには、管理者権限でログインする必要があります。 

インストール中に「ユーザーアカウント制御」（以下UACといいます。）の実行確認画面

が表示されることがあります。はいをクリックして、インストールを進めます。 

  なお、管理者以外の場合、管理者への昇格を求めるUACが表示される場合がありますの

で、管理者アカウントのパスワードを入力後、はいをクリックします。 

 

インストール手順 （Windowsの場合） 

① ダウンロードしたインストーラを起動し、 

 すべてのブラウザを終了させたことを確認の上、 

 実施済み(次へ)をクリックします。 

 

 

 

 

 

② インストールするソフト等が表示されますの

で、インストールをクリックします。 

 

 

 

 

   

 

  ③ Internet Explorer でe-Taxソフト(WEB 版) 

を利用する方はInternet Explorer、Microsoft  

Edge(EdgeHTML)で利用になる方はMicrosoft  

Edge(EdgeHTML)を選択し次へをクリックしま 

す。 

  Internet Explorer を選択した方は、⑦へ進ん 

でください。 

 

事前準備セットアップ 
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④ Microsoft Edge(Edge HTML)でe-Tax ソフト 

(WEB 版)を利用する方は、Microsoft Store は 

こちらをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

⑤ Microsoft Store が起動されるので、画面の指示に従いe-Taxソフト（WEB版）Edge用AP 

をインストールしてください。（※インターネット接続が必要になります） 

e-Taxソフト（WEB版）Edge用APのインストールが完了後、⑥へ進んでください。 

 

⑥ 次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ JPKI利用者ソフトのインストール選択画面

が表示されますので、「はい、インストールし

ます。」を選択し、次へをクリックします。 

※ 公的個人認証サービスから発行されたICカード

に記録された電子証明書（個人番号カード等）を

使用しない場合は、「いいえ、インストールし

ません。」を選択し、次へをクリックしP8⑬

へ進みます。 

 

⑧ JPKIソフトセットアップ画面が表示されま

すので、次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

  

⑨ インストール先の選択画面が表示されますの

で、インストール先のフォルダを確認して次へ

をクリックします。 
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⑩ プログラムフォルダの選択画面が表示されま

すので、確認して次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑪ ファイルコピーの開始画面が表示されますの

で、確認して次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑫ インストール完了メッセージが表示されます

ので、完了をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑬ インストール完了画面が表示されますので、

インストール完了後の動作を選択して、完了を

クリックします。 

 

 

 

 

 

  以上で、事前準備セットアップは終了です。 
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４ 利用者情報の登録 

(１)  利用者識別番号をお持ちでない方(開始届出書を提出する場合) 

○ メインメニュー画面を表示し、「初めてe-Taxを利用される方

へ」の開始届出書の作成・提出をクリックします。 

 

  

 

 

 

○ 開始届出書の種類を選択し、作成・提出します。 

氏名（フリガナ）等必要事項を入力し、送信すると利用者識別

番号、暗証番号が即時発行されます。 

 

 

 

 

 

○ 「開始届出書の作成・提出」から引き続き操作している場合

には、利用者識別番号が既に表示されているため、暗証番号を

入力してログインをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 利用者情報の登録・確認・変更をクリックし、利用者情報と

電子証明書を登録します。 

 

 

 

 

 

 

※ 利用者情報の登録後は「利用者情報は登録済みです」と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

メインメニュー画面 

を表示する 

開始届出書を提出する 

e-Tax ソフト（WEB 版）

にログインする 

利用者情報・電子証明書 

の登録完了 

利用者情報・電子証明書 

を登録する 
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(2) 利用者識別番号をお持ちでない方 

(個人の方でマイナンバーカード方式により利用開始する場合) 

○ メインメニュー画面を表示し、ログインをクリックします。 

 

  

 

 

 

○ ログイン画面を表示しマイナンバーカード読み取りへをク

リックします。 

 

                

 

 

 

 

〇 マイナンバーカードをICカードリーダライタにセットし、マ 

イナンバーカード読み取りをクリックすると、パスワードの入 

力画面が表示されますので、利用者証明用パスワード(４桁)を 

入力します。 

 

 

 

 

 

 

〇 「初めてe-Taxをご利用される方はこちら」のマイナンバー 

カード情報の確認へをクリックます。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 マイナンバーカードをICカードリーダーライタにセットし、 

マイナンバーカードの読み取りをクリックすると、マイナン

バーカード情報の読み取り画面が表示されますので、券面事項

入力補助用パスワード(４桁)を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニュー画面 

を表示する 

e-Tax ソフト（WEB 版）

にログインする 
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〇 「マイナンバーカード情報」が表示されます。表示された内

容を確認し、次へボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

〇 利用者情報の入力をし、送信します。（上記で読み取った内 

容は自動転記されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「利用者識別番号の通知希望確認」画面が表示され、ＯＫを 

クリックすると送信され、利用者識別番号が通知されます。 
※ 利用者識別番号の通知を希望しない場合は、チェックボックスの

チェックを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 利用者情報の登録・確認・変更をクリックし、利用者情報を登録 

します。 

 

 

 

 

 

 

※ 利用者情報の登録後は「利用者情報は登録済みです」と表示されます。 

 

 

 

 

 利用者情報の登録完了 

利用者情報を登録する 

１９９６年１月１日 

国税 太郎 

中央区築地５－３－１ 

男 
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 (3)  利用者識別番号をお持ちの方 

○ メインメニュー画面を表示し、ログインをクリックします。 

 

 

 

 

 

○ マイナンバーカード、または、利用者識別番号、暗証番号を

入力してログインします。 

  利用者識別番号や暗証番号をお忘れの方は、変更届出書の作

成・提出を選択してください。暗証番号をお忘れの方で「秘密

の質問と答え」を登録している方は暗証番号再設定を選択して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 利用者情報の登録・確認・変更をクリックし、利用者情報を

と電子証明書を登録します。 

  マイナンバーカードでログインしている場合、電子証明書を

登録する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

※ 利用者情報の登録後は「利用者情報は登録済みです」と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

メインメニュー画面 

を表示する 

e-Tax ソフト（WEB 版）

にログインする 

利用者情報・電子証明書

を登録する 

利用者情報・電子証明書 

の登録完了 
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e-Taxソフト（ＷＥＢ版）では、電子証明書の登録状態により、作成可能な 

手続が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ ご利用になれるのは、法人、税理士法人及び税理士（代理送信の場合に限る） 

の方に限られます。 

参 考 

【電子証明書が登録済みの場合】 

・納付情報登録依頼 

・納税証明書の交付請求 

・所得税徴収高計算書 

・給与等の源泉徴収票等の法定調書 

（及び同合計表） 

・法人設立及び異動手続き関係※ 

・添付書類（PDF）の送信 

【電子証明書が未登録の場合】 

・納付情報登録依頼 

・納税証明書の交付請求（署名省略分） 

・所得税徴収高計算書 
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５ 法定調書の作成 

 

○ 申告・申請・納税をクリックします。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

○ 新規に作成する場合 

「新規作成」の操作に進むをクリックします。 

 

○ 作成を再開する場合 

「作成再開」の操作に進むをクリックすると、作成中のデータ

を読み込んで、作成を再開します。（P26） 

 

○ 作成済みデータを利用する場合 

「作成済みデータの利用」の操作に進むをクリックすると、作

成済みデータを読み込み、表示、印刷、電子署名の付与及び送信

ができます。（P28） 

 

  

 

  

メインメニュー 

操作の選択 
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○ 給与所得の源泉徴収票等の法定調書（及び同合計表）を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 提出先税務署等、提出区分、年分、個人番号（マイナンバー）

又は法人番号を入力し、次へをクリックします(下図は提出枚数

100枚以内を選択した場合)。個人番号（マイナンバー）等の入

力がないことを確認するメッセージが表示されます。マイナン

バーを入力する必要がない場合は、そのまま進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 源泉徴収票、各支払調書を入力して作成する場合は作成を、給

与計算ソフト等で作成したCSVファイルを読み込んで作成する

場合は読込をクリックします。(提出枚数100枚超の場合は、読

込のみ) 

 

  

作成 

作成手続の選択 

提出先税務署等の入力 

作成方法の選択 

源泉徴収票、各支払調書 

の作成 

読込 

×× 令和 
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○ 給与所得の源泉徴収票の作成をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 帳票が表示されますので、必要事項を入力します。必要枚数分の入

力が完了したら、作成完了をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 入力データを合計表へ転記する確認メッセージが表示されますので、

はいをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 作成する帳票を選択する画面に戻ります。 

なお、他に作成する帳票がない場合はP19へ進みます。 

一枚ずつ「給与所得の源泉徴収票」を作成する場合（提出枚数 100 枚以内） 

複数枚作成する場合は、次ページを 

クリックします。 

作成する帳票 

の選択 

源泉徴収票 

の作成 

合計表への転記 

他の帳票の作成 

昭和 
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○ 不動産の使用料等の支払調書の作成をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 帳票が表示されますので、必要事項を入力し、必要枚数分の入力が

完了したら、作成完了をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 入力データを合計表へ転記する確認メッセージが表示されますので、

はいをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 作成する帳票を選択する画面に戻ります。 

なお、他に作成する帳票がない場合はP19へ進みます。 

一枚ずつ「不動産の使用料等の支払調書」を作成する場合（提出枚数 100 枚以内） 

作成する帳票 

の選択 

支払調書の作成 

合計表への転記 

他の帳票の作成 

複数枚作成する場合は、次ページを 

クリックします。 
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e-Taxソフト（WEB版）では、給与計算ソフトやエクセル等の表計算ソフトで事前に作成した

CSVファイル（注）の読込が可能です。作成方法等は「CSVファイルの作成・保存」（P35～）を

ご覧ください。 

（注） CSVファイルは、国税庁の定める光ディスク及び磁気ディスクにより提出する場合の標準規

格に準じたものを使用します。 

○ CSVファイルを読み込む作成帳票の読込をクリックします。(下図は

提出枚数100枚超を選択した場合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 源泉徴収票、各支払調書の読み込み画面が表示されますので、参照を

クリックして保存されているCSVファイルを選択し決定をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 読込データは、総合計枚数 6,000 枚以下かつデータサイズが 20MB

以下（e-Tax で受付可能なデータ形式に変換後）である必要がありま 

す。これを超える場合には、複数回に分けて提出（送信）していただ 

くか、光ディスク等により提出してください。 

○ 合計表へ転記する確認メッセージが表示されますので、はいを 

クリックします。 

 

 

 

 

○ 作成する帳票を選択する画面に戻ります。 

なお、他に作成する帳票がない場合はP19へ進みます。 

CSV ファイルを読み込み、源泉徴収票、各支払調書を作成する場合 

作成する帳票 

の選択 

参照先の選択 

合計表への転記 

他の帳票の作成 
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○ 帳票ごとの作成枚数等を確認して、法定調書合計表の作成の次へを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表の作成をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表」の作成 

作成した帳票 

の確認 

合計表の作成 

2 
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○ 帳票が表示されますので、左上の年分を確認します。また、各法定

調書に入力した内容（人員、支払金額、源泉徴収税額等）が転記され

ますので、内容を確認の上、訂正がある場合には訂正し、転記されて

いない他の必要事項を入力します。 

全ての入力が終了したら、作成完了をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計表の補完入力 

東京都中央区築地５－３－１ 

京橋 

株式会社国税商事 

14 14 

8，800，000 140，000 1 

×××× ×××× ×××× 

29 １ 31 

×× 

× 

令和 

令和 

令和 
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○ 次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 確認・訂正したい帳票の訂正をクリックし、確認・訂正後、

次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

○ 引き続き「電子署名の付与、受付システムへの送信、受信通

知の確認」（P22）に進みます。 

合計表の作成完了 

入力内容の確認・訂正 

電子署名の付与等 

2 

2 
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６ 電子署名の付与、受付システムへの送信、 

受信通知の確認 

○ 入力内容を確認し、電子署名の付与をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 電子証明書が格納されている媒体を選択し、次へをクリックし

ます。 

※ カードタイプの場合、ＩＣカードがＩＣカードリーダライタに

挿入されていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 電子署名に使用する認証局サービス名を選択（ここではマイナ

ンバーカードを例に説明します。）し、次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子署名の付与 

認証局サービスの選択 

媒体の選択 

令和××年１月 31 日 

株式会社国税商事 

 

京橋税務署 
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○ 公的個人認証サービスのパスワードを入力し、ＯＫをクリック

します。 

※ e-Taxにログインするための暗証番号とは異なることに注意し

てください。 

 

 

 

 

 

○ 電子証明書の登録内容を確認し、電子署名の付与をクリックす

ることで、電子署名を申告・申請データに付与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 電子署名の付与が完了したら、閉じるをクリックします。 

 

                

 

 

 

 

 

 

○ 電子署名状態が、「署名済」になっていることを確認し、送信

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子証明書の確認 

電子署名の付与完了 

受付システムへの送信 

パスワードの入力 
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○ 確認メッセージが表示されますので、はいをクリックします。 

 

  

 

 

 

 

○ データの送信が完了すると「即時通知」が表示されるので、内

容を確認後、受信通知の確認をクリックします。 

※ 「即時通知」は、再表示できませんので、保存又は印刷するこ

とをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 受信通知確認画面が表示されるので、送信結果を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 送信されたデータなどにエラーがある場合には、エラー内容を

表示した通知がメッセージボックスに格納されます。 

即時通知の確認 

受信通知の確認 

送信の確認 

手続完了 

を ク リ ッ ク

し、提出した法定調書を

PDF で確認できます。 

※ 個人番号欄に記載された 

 個人番号は表示されません。 

京橋税務署 

株式会社国税商事 

****/**/** **:**:** 
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受信通知は、「メッセージボックス一覧」からも確認することができます。 

 

○ メインメニューの送信結果・お知らせをクリックし、「メッセージボックス一覧」の 

操作に進むをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ メッセージボックスに格納された受信通知の一覧が表示されます。 

送信した手続名「給与所得の源泉徴収票等の法定調書（及び同合計表）」のメッセー 

     ジをクリックすると、メッセージの詳細が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 申告・申請データの内容、即時通知の内容は、「ご利用になりたいメニューを選んで 

 ください。」から確認することができます。 

 

 

 

参 考 
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７ 作成中のデータの保存と作成再開 

「入力内容の確認・訂正」画面までに保存をクリックして保存した作成中のデータ（拡張子

「.wxtx」）は、「申告・申請・納税」画面の「作成再開」から読み込むことができます。 

 

(１) 作成中のデータの保存 

○ 「手続きの作成」又は「入力内容の確認・訂正」で保存をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 確認メッセージが表示されますので、はいをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 下記画面が表示されますので、保存をクリックし、任意の場所に

保存します。 

※ 保存したファイルの拡張子は「．wxtx」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手続きの作成 

入力内容の確認・訂正

入力内容の保存 

ファイルのダウンロード 
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(２) 作成再開 

○ 「申告・申請・納税」画面で「作成再開」の操作に進むをクリッ

クします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 参照をクリックして保存したファイル（拡張子「．ｗxtx」）を

選択し、次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 保存した作成中のデータが表示されますので、作成を再開しま

す。 

※ ログインしている利用者識別番号とは異なる利用者識別番号で

作成したデータを読み込むことはできません。 

 

操作の選択 

データの参照 

作成再開 
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８ 作成済みデータの保存と利用 

「電子署名の付与、受付システムへの送信」画面で保存をクリックして保存したデータは、拡張

子が「.xtx」となり、「申告・申請・納税」画面の「作成済みデータの利用」から作成済みデータを

読み込むことができます。 

なお、作成済みデータの利用では、作成した帳票の表示、印刷、電子証明の付与及び送信を行う

ことができます。 

 

(１) 作成済みデータの保存 

○ 「電子署名の付与、受付システムへの送信」画面で保存をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 確認メッセージが表示されますので、はいをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

※ この画面で保存したデータでは、作成再開（帳票の編集）を行

うことができません。作成再開が可能なデータ（拡張子「．wxtx」）

を保存するには、P26を参照してください。 

 

○ 下記画面が表示されますので、保存をクリックし、任意の場所

に保存します。 

※ 保存したファイルの拡張子は「．xtx」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名・受付システム 

への送信 

作成済みのデータ 

の保存 

ファイルのダウンロード 
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(２) 作成済みデータの利用 

○ 「申告・申請・納税」画面で「作成済みデータの利用」の操作

に進むをクリックします。 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

○ 参照をクリックして保存したファイル（拡張子「．xtx」）を選

択し、次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 読み込んだデータ内の帳票が表示されますので次へをクリッ

クします。帳票を表示する場合は、選択にチェックを入れ、帳票

表示をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「電子署名の付与、受付システムへの送信」画面が表示されます

ので、電子署名の付与や送信を行います。 

※ 電子署名・送信・受信通知の確認の流れはP22～P24を参照して

ください。 

操作の選択 

データの参照 

データの表示 

電子署名の付与等 
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9 税理士による代理送信利用 

税理士がe-Taxソフト（WEB版）を利用して関与先の法定調書を代理送信する場合の流れに 

ついて説明します。 

（１）代理送信の場合の操作の流れ 

○ メインメニュー画面を表示し、ログインをクリックします。 

 

 

 

 

○ 税理士の利用者識別番号、暗証番号を入力してログインをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

○ 利用者情報の登録・確認・変更をクリックし、税理士の利用

者情報と併せて電子証明書を登録します。 

 

 

 

 

 

※ 「税理士等」欄で、「該当する」を選択します。 

 

 

 

 

※ 利用者情報の登録後は「利用者情報は登録済みです」と表示

されますので、申告・申請・納税をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

○ 「新規作成」の操作に進むをクリックします。 

 

 

 

 

メインメニュー画面 

を表示する 

e-Tax ソフト（WEB 版）

にログインする 

操作の選択 

利用者情報・電子証明書 

を登録する 
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○ 給与所得の源泉徴収票等の法定調書（及び同合計表）を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 送信方法の選択が表示されますので、該当する項目を選択しま

す。（ここでは、「２．法人納税者の代理送信を行う」を例に説明

します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「３．本人送信を行う」を選択した場合の操作の流れは「提出

先税務署等の入力」（P15）以降と同様です。 

 

○ 納税者の情報を入力します。 

※ 納税者や税理士の情報を保存している場合は、保存している情

報（利用者ファイル）を読み込むことで入力を省略できます。

（P34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成手続の選択 

送信方法の選択 

納税者・税理士情報 

の入力 

財務太郎 
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○ 税理士の情報を入力して次へをクリックします。 

※ 納税者・税理士の情報は関与先ごとに入力する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 保存が済んでいない状態で次へをクリックすると保存有無の

確認メッセージが表示されます。 

納税者や税理士の情報（利用者ファイル）の保存については

P33を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

○ 操作の流れは、「提出先税務署等の入力」（P15）以降と同様で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手続きの作成 

納税者・税理士情報 

の入力（続き） 

****    ****      ****     **** 
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（２）納税者・税理士情報（利用者ファイル）の保存 

 

○ 「納税者・税理士等情報の入力」画面で必要事項を入力して、

保存をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 確認メッセージが表示されますので、はいをクリックします。 

 

 

○ ファイルのダウンロード画面が表示されますので、保存をク

リックし、任意の場所に保存します。 

※ 保存した利用者ファイルの拡張子は「．wncc」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 保存した利用者ファイルの名前は「納税者・税理士等情報の入

力」画面で入力した「法人名称」又は「氏名」となります。 

 

 

納税者・税理士情報 

の保存 

保存の確認 

ファイルのダウンロード 
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（３）納税者・税理士情報（利用者ファイル）の読み込み 

 

○ 「納税者・税理士等情報の入力」画面で、読込をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 参照をクリックして保存した利用者ファイル（拡張子「.wncc」）

を選択し、反映をクリックします。 

 

※ e-Taxソフトをご利用の方で、関与先の利用者ファイル（拡張

子「.ncc」）を作成している場合は、当該ファイルも読み込むこ

とができます。 

 

○ 「納税者・税理士等情報の入力」画面に戻りますので、読み込

んだ内容に誤りがないか確認し、次へをクリックします。 

※ 「送信方法の選択」画面で選択した利用者の区分と異なる保存

ファイルを参照し反映すると「ファイル読込エラー」が発生しま

す。（例：「法人納税者の代理送信を行う」を選択して、個人の利

用者ファイルを反映しようとした場合） 

 

○ 操作の流れは、「提出先税務署等の入力」（P15）以降と同様で

す。 

納税者・税理士情報 

の読み込み 

データの参照 

内容の確認 

手続きの作成 
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10 CSVファイルの作成・保存 

e-Taxホームページからダウンロードしたエクセルを使用して作成する方法を説明します。 

○ e-Taxホームページへアクセスし、トップページの法人の方を開いて、

法定調書のe-Tax等による提出義務化の概要についてをクリックしま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇  提出方法の「給与所得の源泉徴収票等の法定調書（及び同合計表）」    

              をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 下表が表示されますので、必要な帳票のファイルを選択し、ダウンロ

ードします。ダウンロードファイル(エクセル形式)は、各列に入力すべ

き項目名称や入力文字数など(タイトル行)を記録したものです。 

 

 

 

 

 

ファイルの 

ダウンロード 
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○ 最終項目の「備考」欄に入力する事項がない場合には、必ずスペース

を１文字入力してください。 

なお、このタイトル行は税務署提出用データには不要ですので、入力

終了後は削除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 入力終了後、ファイルタブをクリックし、次に名前を付けて保存をクリ

ックします。保存先（デスクトップ等）を選択し、任意のファイル名を入

力し、ファイル種類で「CSV(カンマ区切り)」を選択します。保存をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 次のメッセージが表示されますので、はいをクリックします。 

               「（●●●(ファイル名)）には、CSV(カンマ区切り)と互換性のない機能                          

              が含まれている可能性があります。この形式でブックを保存しますか。」  

以上で、e-Tax ソフト(WEB 版)で読み込み可能な法定調書等データが作成で

きました。P18 へ戻って、CSV ファイルを読み込みます。 

CSV ファイルの 

作成 

データの保存 

作成完了 
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e-Taxホームページでは、利用開始の手続、e-Taxソフトの操作方法、よくある質問（Ｑ＆Ａ）な

ど、e-Taxに関する情報についてお知らせしていますので、是非ご覧ください。 

 

 

○ 月曜日～金曜日 24時間（休祝日及び12月 29日～１月３日を除く。） 

○ 毎月の最終土曜日及び翌日の日曜日（12月を除く。） ８時30分～24時 

  ※ 確定申告期等は利用可能時間が拡大されます。 

 

 国税庁では、e-Taxソフト・確定申告書等作成コーナーの事前準備、送信方法、エラー解消などの

使い方に関する問い合わせに電話で対応する専用窓口（税務相談等を除く。）として、e-Tax・作成

コーナーヘルプデスクを設置しています。 

（注）申告の内容に関してのご相談（税務相談）は、最寄りの税務署をご利用ください。 

０５７０－０１－５９０１（e－コクゼイ） 全国一律市内料金 

ご利用の電話機によっては、上記ナビダイヤルに繋がらない場合があります。 

    その場合は、03-5638-5171をご利用ください。 

○ ヘルプデスクの受付時間 

  ・ 月曜日～金曜日 ９時～17時（休祝日及び12月 29日～１月３日を除く。） 

※ 確定申告期等は、受付時間が拡大されます。 

 

マイナンバーカードに係るご質問は、マイナンバー総合フリーダイヤルにお問い合わせください。 

    ０１２０－９５－０１７８ 

ご利用の電話機によっては、上記ダイヤルに繋がらない場合があります。 
その場合は、以下をご利用ください。 
・ マイナンバー制度、マイナポータルに関すること 

   050-3816-9405 

・ 「通知カード」「マイナンバーカード」または、「紛失・盗難によるマイナンバーカー 

ドの一時利用停止について」に関すること 

   050-3818-1250 

 ○ フリーダイヤルの受付時間 

・ 平 日 ９時30分～20時 

・ 土日祝 ９時30分～17時 30分（12月 29日～１月３日を除く。） 

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク 

e-Taxホームページ 

e-Taxの利用可能時間 

マイナンバー総合フリーダイヤル 


